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　よって，③より

　　 
 

   



 





　　
 

   
　　

　消去して　  　　　

　　



　　 
 




 

　    とおくと，条件より，

　
 



  



…①

 


  



…②

 


  



…③

　 
 

 
より，成分計算して，

　①より

　②より　

　ケーリーハミルトンの定理より　  

　両辺  を左からかけて　  　　　  

　よって，を自然数として

　　のとき　  

　　のとき　          





 

　　のとき　        
 




 

　･ 
 




   



 






 

　よって， ･  


    

 



  

 





  



 


   






　 






 ･ 






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　  
      

　　   
   

　極値をもたない為には

　　   の判別式

　　 
     

　　  

　　 
   

　　　



　            

           

　  より，

　　    

　　    

　実数解はのみから，

　  

　の判別式    　　　　　

　もしくは　を重解にもつ

　このとき　

　


だが重解をもたないので不適

　以上から　
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　　のとき

　　 

　　のとき

　　　





 



 







   


  

        

       

　増減表より，

　  を最小にするの値は

　　


 

　　　のとき

　　　    


   






 



    

 



 

　  

　　
  

　　または  

　   


   

　　　のとき

　　　   
 

      


   

　　　ここで，
     は積分定数 より

　　　   


 

 



    

 



    





  
   




 

　のとき

　　   


  



　   を解くと，　


 
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
 

   

　勝者が人となるのは，人とも同じ得点となるとき

　    
･･  





　勝者が人となるとき

　勝者人の選び方は　  

　異なる数の選び方は　  

　よって，    
･ 






　勝者が人で，で勝つとき

　  ･
 

  



 

  


　よって，   
 




 

  




  

 




 



     


      

 

　より      

 


　      

　  

　  

　    とすると，

　    ，  となるから，

　最小のは
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　は偶数より，とおく

　 は以上の整数

　このとき，

　　       
   

　項定理を用いて

　　      
  …   

　右辺のを除く項はで割り切れる。

　よって，  はに属する。

　　  ･･
 …･  

　　　　  ･  ･  …  ･  

　　　　…

　　　　   ･   ･  …   ･  

　がに属するとき

　
  

  
　 は以上の整数

　とおくと，

　　       
     

　よって，もに属する。

　    
   

  

　項定理を用いて

　　 
       

    …     
   

  

　　 
       

    …      
   

  

　と表されるので，

　   をで割った余りは

　　 
   

    
 

　よって，が偶数のとき，   をで割った余りはとなり，に属する。

　また，が奇数のとき，   をで割った余りはとなり，に属さない。

　より，     の正の約数のうち，に属するのは，

　　　ⅰ　の偶数乗との偶数乗の積

　　　ⅱ　の奇数乗との奇数乗の積

　，の和をそれぞれ    とすると，

　　  ･･
 …･ 

　　　　  ･  ･  …  ･ 

　　　　…

　　　　  ･  ･  …  ･ 

　　比較して，    と表されるので，

　　全体の和

　　　     

   …     … 

 
  

 

  

 



        

 


